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廊下の方から聞こえてくるアナウンスに目覚めると、何と 09:00am 近い。 

いつもは 05:00am には起きている妻は隣で爆睡中。 

急いで妻を起こす。 

 

久しぶりのクルーズなのでゆっくりした朝を迎えさせてあげたいのは山々であるが、起こすの

には理由がある。 

 

今回のクルーズでは数々のカルチャー教室があるが、妻はその中にフラダンス教室があるのを

見つけて乗船前からとても楽しみにしていた。 

今日がその一日目なのだ。 

しかも、開始時間は 09:00am。 

 

妻は私がゆっくり起き上がると同時に部屋を飛び出して行った。 

 

いつもは出かけるのに 30 分はかかっていたのに… 

スッピンで顔も満足に洗わずに… 

服も昨日と同じなのに… 



さて、今日はオリジナルとは異なる航程である。 

オリジナルでは、マウイ島カイフル港に入港して 2 夜停泊するのであるが、今回は天候不良のた

めラハイナ港で 1 夜停泊に変更となった。 

 

カイフル港はマウイ島の東（15 時方向）にありラハイナ港は北西（10 時方向）にある。 

オアフ島からの距離は同じくらいなので時間調整のため Pride of America はマウイ島周辺を１

昼夜クルーズした後、明朝 07:00am にラハイナ港沖に投錨する。 

Pride of America は夜間航行して昼間は港に停泊するので今回の DAY クルーズは特例である。 

 

昨夜 12:00am にホノルル港を出港して約 14 時間、Pride of America は左舷にマウイ島を見なが

ら順調に太平洋を航行している。 

 



今日は風も波もほとんどない絶好のクルーズ日和である。 

海の青さが印象的である。                                                                       

山麓にはアーティストが集う町、牧場や農地が広がるパニオロ（ハワイアン・カーボーイ）の町、

リゾート観光の町、捕鯨の町など情緒豊かな町が点在する。 

遠くに島の近くを航行する白い大型船が見える。 

プリンセスクルーズ社が誇る『グランドプリンセス（107,517 トン）』である。 

アメリカ本土からハワイ 4 島クルーズ中である。 

  

やがてカアナパリの町が見えてきた。 

カアナパリはハワイ王族の離宮があったハワイ初の一大リゾート地で世界有数な一流ホテルが

群立する。 

チャンピオンツアーや LPGA ツアーが 16 年に渡って行われた由緒あるゴルフコースもある。 

  



船は右舷にマウイ島を見て左舷にラナイ島を見ながら進む。 

正面に特徴のある島影が見えてきた。 

サンゴ礁で縁取られたオールドハワイの面影を残す『モロカイ島』である。 

Pride of America はモロカイ島を目前に舵を切る。 

「面舵いっぱ～い」。 

ラウンドクルーズの醍醐味である。 

  

しばらくすると海を眺めていたゲストが騒がしくなってきた。 

盛んに海面を指さして何か叫んでいる！ 

私も海に目を凝らして見るが波が見えるだけである。 

隣にいた妻は何かを見つけたようだ。 

 

『クジラ』である。 

遠くの方で水煙が上がっているようである。 

私はこの年で近眼なので波以外は全く見えない。 

マウイ島周辺はホエールウォッチングのメッカである。 



期待してカメラを構える。                                                                                               

 

突如、船から 50ｍくらいの所で水煙が上がった。 

とっさにカメラを向けて撮った。 

左の写真がそれ。 

右の写真は証拠として撮ったがクジラだと言う自信がない。 

  

ハワイで最もザトウクジラが集まる場所として有名なマウイ島ラハイナ沖。 

話によるとクジラのベスト写真を撮るのは至難の業らしい。 

青空を背景にクジラがジャンプする瞬間はプロの写真家でもなかなか撮れないらしい。 

 

しばらくの間、カメラを構えて待ち構えていたが一向にクジラは現れなかった。 

 

隣に居合わせたカナダ人のご夫妻に『アメリカのクジラだからチップをあげないと無理か』と聞

いたら大いに受けた。 

 



今日のハイライトは、フラダンス教室 09:00am、クワイナッツでレイ作り 02:30pm、ハリウッ

ドシアターのショウタイム 08:30pm は『ライト、カメラ、ミュージック』である。 

 

今日のディナーのドレスコードは『インフォーマル』である。 

ドレスコードとは『ひとりひとりのお客様が、その夜にふさわしいおしゃれで船内の雰囲気を盛

り上げる』という目的から生まれたルールで『カジュアル』『インフォーマル』『フォーマル』の

3 つに分けられている。 

 

以前に乗った船では厳しいドレスコードがあったが、Pride of America ではＮＣＬ社の『Free 

Style Cruise』に基づいて比較的ラフな運用をしている。 

注意：下の写真は私たちではありません。 

   

『カジュアル』      『インフォーマル』      『フォーマル』 

（飛鳥 HP から流用） 



お洒落もクルーズの楽しみの一つである。 

思い切って『非日常』を楽しむのも一興である。 

今回はハワイクルーズと言う事もあって、10 数年前に作ったハワイアンドレスを持ち込んだ。 

このドレスは最終日に行われるフラダンス教室の船上発表会でも活躍した。 

首に掛けているのは私がプレゼントした（レイ教室で作成）ラン生花のレイである。 

  

今夜のディナーは『リバティレストラン』を予約した。 

クラッシクなデザインの 417 席の Pride of America のメインダイニングルームである。 

  

豊富なメニューから好きなものをオーダする本格的なコース料理である。 

私は主菜にニューヨークステーキを選んだが日本のステーキに比べて少し硬い。 

正直、ステーキ類は日本が一番おいしい。 



早々に食事を終えて、少し早いが『ハリウッドシアター』に行った。 

 

今宵のショータイム 08:30pm は『ライト、カメラ、ミュージック』である。 

ショータイムの前に 08:15pm から上級オフィサーの紹介があった。 

一番初めに紹介されたのはフラダンス教室のチャイナ先生だった。 

 

当初は『ライト、カメラ、ミュージック』という名前からショーの内容を連想できなかった。 

特にカメラの意味がピンとこない。 

実際に鑑賞し『ライト、カメラ、ミュージック』の意味が理解できた。 

ハリウッド・ミュージカルの名場面や人気映画のおなじみの場面が見事に蘇るショーである。 

カメラとは映画のことである。 

途中の『キャバレー』の場面に出演していたのは、昼間にデッキ 12 で一人発声練習していた若

い女の子であった。 

アメリカのショー演出は文句なく素晴らしい。 



部屋に戻る前に『ジョン・アダムのコーヒーバー』に寄り道して美味しいコーヒーを飲んだ。 

  
 

２日目は昼間にマウイ島、ラナイ島、モロカイ島を始めクジラの汐吹までラウンドクルーズを存

分に楽しみ、夜はレストランで本格的なコース料理を食べて素敵なショーを観て、最後はジョ

ン・アダムの美味しいコーヒーで一日を終えた。 

 

 

 

 

 

明日は、いよいよマウイ島ラハイナに上陸である。 


